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研究成果の概要 

これまでに固相界面活性剤を鋳型とした「非層状化合物」ナノシートの創出法を開発し、従来の層状化

合物の制約を超えた新たな組成による二次元材料合成の可能性を示してきた。本研究では、ありふれた

イオン伝導性の非層状無機化合物をナノシート化し、二次元的に精密集積することで特異な界面を創

出し、無機ナノシート界面を活用した新しい高速イオン伝導材料の開拓に挑戦する。本年度は、無機ナ

ノシートそのものの精密設計法の確立と、イオン伝導性無機ナノシートの集積材料としての応用展開

の可能性を探った。まず、ナノシートの設計に関しては、アモルファスシリカ、ジルコニア、単結晶性

セリアを対象に精密合成を行い、それぞれについてドーピングや分散安定性の制御に成功した。これに

より、来年度以降の精密集積に十分対応できる高品質なナノシートを得ることができた。さらに、この

ように精密集積したイオン伝導性ナノシートの応用として、バイポーラーメンブレンの水解離触媒へ

の展開を検討した。初期的な評価として、プロトン伝導性を示す酸化チタンナノシートを対象に水解離

触媒としての活性を評価した結果、極めて優れた機能を示すことが明らかとなった。来年度以降は、精

密合成・集積したイオン伝導性ナノシートを用いた導電率評価および水解離触媒性能の本格的な評価

に着手する予定である。 
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